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あらまし 我々の身の回りではひったくりやチカン，不審な声掛け等の街頭犯罪が連日発生している．これらの街

頭犯罪から身を守るため，住民は自分自身の身の回りの街頭犯罪を理解し，自衛に努めることが重要である．しか

しながら，これらの街頭犯罪が発生する要因は，地域や住人の特性によって異なる．また，気象等の要因によって

もその日に発生する街頭犯罪の特性が変化すると考えられている．本研究では，状況に応じた街頭犯罪発生のリス

クを提示するアプリケーション，CrimeChartsを提案する．CrimeChartsはユーザの現在地，時刻，天気等の状況を
考慮し，過去の街頭犯罪データ及び，関連するデータに基づいて，現在地点の街頭犯罪リスクを統計的に可視化す

る．ユーザは可視化された情報を参考にし，街頭犯罪に対する自衛行動をとることができる．
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Abstract In our surroundings, many street crimes such as robbery, groping, and suspicious act of speaking occurs
every day. It is important for residents to understand crimes around them in order to protect themselves from these
crimes. However, the causes of street crimes varies depending on the characteristics of the area and residents. It is also
presumed that weather affects the characteristics of the street crimes on that day. In this paper, we propose an appli-
cation, called CrimeCharts, which visualizes the street crime risk according to the context. CrimeCharts statistically
visualizes the current street crime risk based on past street crime data and related data. At that time, CrimeCharts
considers the user’s location, time, weather, and the other conditions. The user can take action for self-defense with
the visualized information.
Key words open data, street crimes, smart city, Web service

1. は じ め に

我々の身の回りでは，チカンや不審な声掛け，ひったくりや

恐喝等の街頭犯罪が日常的に発生している．殺人や強盗など

住民の生命に関わるような重い犯罪に対しては，警察が積極

的な防犯活動を行うが，街頭犯罪のような比較的軽微な事件

は，基本的には発生後の犯人検挙などが主とした対応となり，

重犯罪ほど未然に防ぐ努力を継続的に続けることは，警察の

人的リソースの観点からも困難である．そのため，街頭犯罪

に対する対応は，自衛が重要となり [1]，警察や自治体も市民
団体などと協力した防犯，見回り活動を推奨し [2]，地域に根
差した防犯活動が必要とされている．しかしながら，全ての

街頭犯罪に対して常に自衛努力を続けることは生活の大きな

負担となり，現実的ではない．したがって，住民は効率的な自

衛のために，自分自身の身の回りで起きる街頭犯罪の特性を

よく理解することが重要である．

街頭犯罪は時間・天候・種類などの発生条件が，その場所そ

の場所で異なる特徴を持つ「地域性」が強いことが知られて

いる [3] [4]．このような地域性の特徴は，警察官にとっては経
験で分かるものもあるが，住民自身が生活圏周辺の街頭犯罪

の特徴を理解していることは少ない．そこで，行政は地域性

を考慮した街頭犯罪防止への取り組みとして，街頭における

「チカン注意」等の看板を犯罪が起きやすい地域に設置し，注

意を呼びかけるなどを行っている．また，近年ではインター
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ネットを通じて犯罪や事件の情報を住民に提供する防犯情報

サービスが，多くの自治体で提供されている．防犯情報サー

ビスは，事件情報を容易に把握することが出来るよう，防犯

マップをWebサイトで提示し，情報を知りたい人間が能動的
に情報を閲覧するプル型サービスのものと，電子メールなどで

あらかじめ登録しておいたユーザに事件情報を通知するプッ

シュ型サービスで提供されるものがある．このような防犯情

報サービスは，その自治体が受け持つ範囲に関する情報を一

元的に提供しているだけである．そのため，防犯情報サービ

スで提供される街頭犯罪発生の情報のみでは，自衛に向けた

地域性を理解するには不十分である．また，発生情報の提供

のみでは情報を受け取った個人個人の感覚によってのみ理解

され，結果として当事者意識を喚起し，自衛行動への働きかけ

が行われるかは不明である．

このような当事者意識の欠如は，本来自分とは関係の無い

事件情報も全て通知されることに起因すると考えられる．特

に防犯情報サービスがカバーするエリアが広ければ広いほど

通知される情報は増え，自身が本当に必要とする情報が埋も

れてしまう傾向が強くなる．そこで，我々は先行研究におい

て，防犯情報サービスのデータから生活圏に応じた個人ごとに

適応した情報を抽出し，さらに重要度に応じた可視化を提供

する PRISMを開発している [5]．PRISMを利用することで，
ユーザは自分の生活圏で今起きている事件情報を把握するこ

とは可能となった．一方で，自衛のためには今起きている事

件情報を知ることのみでは不十分である．

そこで本研究では，個人の状況に応じた街頭犯罪の発生リス

クを提示し，自衛を促すアプリケーション，CrimeChartsを
提案する．CrimeChartsはユーザの現在地，時刻，天気等の状
況を考慮し，過去の街頭犯罪データ及び，関連するデータに

基づいて，現在地点の犯罪発生リスクを統計的に可視化する．

具体的には，ユーザの現在地の周辺で過去に発生した街頭犯罪

を集計し，時間ごとの発生数をグラフとして提示する．これに

より，ユーザは自分の身の回りで何時ごろに街頭犯罪が多い

かを知ることができる．さらに，より詳細な曜日，天気等によ

る街頭犯罪の特性の変化や，街頭犯罪の種類別の発生数も提

示する．これにより，何曜日に街頭犯罪が多いか，天気によっ

て街頭犯罪の発生しやすさがどう変化するか，また，身の回り

でどのような犯罪が多いかを知ることができる．提示された

情報を参考に，ユーザは適切な自衛行動をとることができる．

CrimeChartsの実装にあたり，まず街頭犯罪データと気象
データをそれぞれ関係データベースに格納する．さらに，こ

れらのデータベースから効率的にデータを取り出すための

Web-APIを開発する．CrimeChartsはユーザの状況を取得し，
街頭犯罪データ取得 API と気象データ取得 API をマッシュ
アップすることで，ユーザ個人の状況に応じた街頭犯罪の発

生リスクを提示する．

提案する CrimeChartsをWebアプリケーションとして実装
する．ユーザはアプリを通して，自らの周辺の街頭犯罪の統

計を知ることができる．

2. 準 備

2. 1 防犯情報サービス

防犯情報サービスは，警察が認知した事件の情報をインター

ネットを通じて一般住民に配信するサービスである．情報を

受け取った住民に，事件に対する警戒を強めるように促す狙い

がある．防犯情報サービスの代表的なものとして，電子メー

ルを利用した防犯情報の配信や，防犯マップが挙げられる．

電子メールによる配信サービスは，メールアドレスを登録し

たユーザに対して事件情報をテキストで配信するものである．

配信された情報は通常Webサイト上にアーカイブされ，ユー
ザは過去の事件情報も含めてWeb ブラウザで閲覧することも
できる．サービスによっては，自分の住んでいる市や区を登

録して，配信情報の範囲を指定できるものもある．例えば，兵

庫県警が公開する防犯情報サービス，ひょうご防犯ネットで

は，灘警察署管内の情報の配信を希望すれば，灘警察署が管轄

する区域の事件のみが配信される．

防犯マップとは，過去の事件発生場所にマーカーやピンで

目印をつけた地図のことで，文章だけでは分かりづらい事件

の地理的な発生状況を，地図を用いて分かりやすくしている．

またその他にも，市民に事件に対する警戒を強めるように促

すものとして，街中の「チカン注意」等の看板が挙げられる．

2. 2 既存の防犯情報サービスの課題

2. 1で述べた防犯情報サービスを自衛のために用いる際に
おいて，我々は以下の 3つの課題を考えている．

P1(個人の状況の考慮) 街頭犯罪の特性は，地域の人口，地

形等の特性によって異なる．しかしながら，既存の防犯

情報サービスでは，自治体が受け持つ範囲に関する事件

の情報を一元的に提供しているだけである．このような

情報のみでは，地域の街頭犯罪の特性を掴むことができ

ず，状況に応じた自衛に用いることができない．

P2(統計的な情報の提示) 既存の防犯情報サービスは，街頭

犯罪が発生した際にその犯罪の情報を提供するのみで，そ

の地域の街頭犯罪の統計を知ることはできない．そのた

め，どの地域で街頭犯罪が多いか，また，何時ごろに街

頭犯罪が多いかといった情報は，住民は知ることができ

ない．

P3(自衛行動の喚起) 既存の防犯情報サービスは，街頭犯罪

の発生情報を提供しているのみである．発生情報の提供

のみでは情報を受け取った個人個人の感覚によってのみ

理解され，結果として当事者意識を喚起し，自衛行動への

働きかけが行われるかは不明である．

2. 3 防犯情報サービス PRISM
2. 1で述べた既存の防犯情報サービスでは，基本的に任意の

事件情報が全てのユーザに一様に配信される．そのため，多く

の事件情報が配信された際，ユーザが重要な情報を見逃してし

まう可能性がある．そこで我々は先行研究において，新しい防

犯情報サービス PRISM(Personalized Real-time Information
with Security Map)を提案している [5]．PRISMでは，ユーザ
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図 1 曜日ごとの街頭犯罪の発生数 (神戸市，2017 年)

一人一人の生活圏と現在時刻，事件の種類を考慮して各事件

の深刻度を算出する．その後，重みづけされた事件の情報を

ヒートマップとして可視化する．これにより，ユーザ個人の

生活圏に応じたリアルタイムな防犯マップが生成される．

PRISM内で使用する事件情報としては，ひょうご防犯ネッ
トのデータを使用している．ひょうご防犯ネットの事件情報

は自然言語で記述されているが，我々はこのテキストから事

件発生の日時や住所等の情報を抽出し，関係データベースに

格納している．さらに，このデータベースからデータを取り

出すためのWeb-APIも開発している．これにより，事件の情
報が様々なサービスから APIを通して簡単に取得できるよう
になっている．

PRISMはユーザの身の回りの最近の街頭犯罪を可視化して
いるのみである．PRISMを用いることで最近どのような事件
が発生したかを知ることはできるが，自分自身の現在の状況

に応じた備えをすることはできない．

3. 街頭犯罪に寄与する要因の分析

個人の状況に合わせた街頭犯罪発生リスクの提示のために，

まずはその地域の街頭犯罪の特性を掴むことが必要である．

我々は先行研究において，神戸市における街頭犯罪に寄与す

る要因の分析を行っている [6]．個人の置かれている状況を説
明する要素として，月，曜日，時間，気温，及び天気の 5つに
着目し，これらと街頭犯罪発生との関連を調べた．

3. 1 曜日ごとの街頭犯罪発生数

2017年に神戸市で発生した街頭犯罪の数を曜日ごとに集計
する．そのグラフを図 1に示す．
グラフから，土曜 (122件)，日曜 (100件)は平日に比べ，街
頭犯罪の発生数が少ないことが分かる．露出，声掛け等の街頭

犯罪は子どもを狙ったものが多く，外を出歩く子どもが少な

くなる週末は街頭犯罪の数が少なくなっていると考えられる．

3. 2 月ごとの街頭犯罪発生数

2017年に神戸市で発生した街頭犯罪の数を月ごとに集計す
る．そのグラフを図 2に示す．
街頭犯罪の発生件数が多い月は，順に 9 月 (139 件)，6 月

図 2 月ごとの街頭犯罪の発生数 (神戸市，2017 年)

図 3 時間ごとの街頭犯罪の発生数 (神戸市，2017 年)

(130件)，7月 (129件)となっており，夏に街頭犯罪が多くな
る傾向にある．福岡 [4]も触れているように，じめじめした不
快な状態が心理状態をも悪化させ，犯罪心理を増長する可能

性が考えられる．夏季に街頭犯罪が多い傾向にあるのは，そ

のような理由からであると推測される．また，6月，7月，9
月に比べ，8月はやや街頭犯罪が少ない結果となった．これは
夏休みのため外を出歩いている子どもの数が減っているため

と考えられる．

3. 3 時間ごとの街頭犯罪発生数

2017年に神戸市で発生した街頭犯罪の数を時間ごとに集計
する．そのグラフを図 3に示す．
グラフから，夕方の時間帯に街頭犯罪が集中していることが

分かる．このような傾向も，3. 1で述べたことと同様に，子ど
もを狙った犯罪が多いことが原因と考えられ，下校時の生徒

を狙ったものと推測される．また，朝の 7時から 9時に犯罪
がやや多くなっていることから，登校時の生徒を狙った犯罪

も発生していると考えられる．その一方で，深夜の 2時から 6
時にかけては犯罪が少なくなっている．深夜はターゲットと

なる人が外をあまり出歩いていないため，この結果になった

と推測される．

3. 4 気温ごとの街頭犯罪の発生しやすさ

気温ごとの街頭犯罪の発生しやすさについて調べる．曜日，
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図 4 気温ごとの 1時間当たりの街頭犯罪の発生数 (神戸市，2017年)

月，時間と異なり，気温はそれぞれの気温ごとに大きく時間数

が異なるので，1時間当たりの街頭犯罪の発生数で比べる．ま
ず，2017年の神戸市の気温 tでの街頭犯罪の発生数と総時間

数を調べ，それぞれ Nt，Tt とする．気温 tでの 1時間当たり
の街頭犯罪の発生数 Ft を求める式を式 (1)に示す．

Ft = Nt/Tt (1)

Ft のグラフを図 4に示す．全体として，気温が低い時間帯
よりも気温が高い時間帯の方がやや犯罪の発生率が高くなる

結果になった．3. 2でも述べたように，暑く不快な状態は心
理状態を悪化させ，犯罪心理を増長する可能性があるため，こ

の結果になったと推測される．しかし，気温は時間とも相関

がある．気温の低い深夜や朝方よりも夕方の方が犯罪が多い

ため，この結果になっていると推測することもできる．

3. 5 天気ごとの街頭犯罪の発生しやすさ

最後に天気ごとの街頭犯罪の発生しやすさについて調べる．

2017年の神戸市では，快晴，晴れ，薄曇，曇，雨，霧，みぞ
れ，雪の 8種類の天気が観測されている．ここでは，簡単のた
めこれらの天気を以下の 3グループに分類する．

晴れ 快晴，晴れ

曇 　薄曇，曇

悪天候 雨，霧，みぞれ，雪

このグループを用い，天気がどのように犯罪に寄与するかを

調べる．

天気の場合も気温同様，それぞれの天気ごとに時間数が大き

く異なる．そのため，1時間当たりの犯罪の発生数で比べる．
2017年の神戸市の天気グループ wでの街頭犯罪の発生数，及

びグループ wでの総時間数を調べ，それぞれNw，Tw とする．

それぞれの天気グループ w での 1時間当たりの街頭犯罪の発
生数 Fw を求める式を式 (2)に示す．

Fw = Nw/Tw (2)

Fw のグラフを図 5に示す．晴れの時間帯の 1時間当たりの
犯罪の発生数は 0.142件，悪天候の時間帯の 1時間当たりの
発生数は 0.108件となった．これらの数字を 24倍し，1日当

図 5 天気ごとの 1時間当たりの街頭犯罪の発生数 (神戸市，2017年)

たりの発生数に変換すると，晴れの場合は 3.408件，悪天候の
場合は 2.592件となる．これは，晴れの 1日と悪天候の 1日
を比べると，犯罪の発生数が約 0.8件異なることを意味する．
悪天候の時間帯は必要以上に外を出歩く人が減り，ターゲッ

トとなる人が減ることや，犯罪者にとっても，悪天候の時間帯

は外を出歩くことが億劫になることが原因として考えられる．

4. 提案するアプリケーション：CrimeCharts

4. 1 概 要

防犯情報サービスで得られた過去の事件情報を基に，街頭犯

罪に対する自衛の支援を目的とし，個人の状況に応じた街頭犯

罪リスクを提示するアプリケーション，CrimeChartsを提
案する．2. 2で述べた通り，現状の防犯情報サービスのみの
事件情報では自衛に向けた情報提供を実現できない．そこで，

CrimeChartsは収集された街頭犯罪のデータと，街頭犯罪の
外的要因となる複数の情報を繋ぎ合わせ，マップ上に示される

ユーザの現在地周辺で過去に同様の条件下で発生した街頭犯

罪を時間ごとに集計し，グラフとしてユーザに提示する．2. 3
で述べた PRISMを用いることで，ユーザは自らの身の回りで
直近に発生した事件について知ることができ，それに加えて

CrimeChartsを用いることで，自分の現在の状況における街頭
犯罪の特性を知ることができる．ユーザは提示された街頭犯

罪リスクを参考にして，適切な自衛行動をとることができる．

4. 2 全体アーキテクチャ

CrimeCharts の全体アーキテクチャを図 6 に示す．
CrimeCharts は，防犯情報サービスから事件情報を取得す
る事件情報クローラ，事件情報クローラにより蓄積された過

去の事件情報が格納されているインシデント DB，街頭犯罪
発生に寄与すると考えられる外的要因の過去の情報を蓄積す

るファクタ DB，ユーザが現在の状況を指定する入力インタ
フェース，事件情報と外的要因情報を突合し，犯罪件数を算出

するファインダ，ファインダの結果を要約し，テキスト情報と

して提供するサマライザ，事件情報の範囲の可視化とファイ

ンダにより算出された値から可視化のためのグラフを生成す

るビジュアライザの 7コンポーネントから構成される．また，
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図 6 CrimeCharts の全体アーキテクチャ

インシデント DB，ファクタ DBはアプリケーションからの容
易な情報取得を行うため，Web-APIを提供する．図中点線内
部の左下に示す事件情報クローラ，インシデント DB，及びイ
ンシデント DBにアクセスするためのWeb-APIは PRISMで
利用するものと共通化している．

まず，街頭犯罪データとして，防犯情報サービスが配信して

いる事件情報を用いる．図左下に示すクローラが事件情報を

定期的に取得し，構造化して関係データベースであるインシ

デント DBにインサートする．また，外的要因データとして，
様々な情報をファクタ DBにインサートする．現在の状況は
入力インタフェースを通じ，スマートフォンなどについてい

る各種センサの値を基に自動で入力されるが，手動でユーザ

が自らの状況を直接入力することも可能である．ファインダ

は現在の状況を基に各 DBにWeb-APIを通じ同一状況下での
過去の事件情報を抽出し，時間ごとの件数を算出する．サマ

ライザは算出結果を基に，その特徴を表すテキストを生成す

る．最後にビジュアライザが算出結果をユーザが望む形でグ

ラフ化し，サマライザによって生成される算出結果の特徴と

ともにユーザに提示する．

以下に各コンポーネントについて詳述する．

4. 3 事件情報クローラ

事件情報クローラは，自治体が公開する防犯情報サービスに

よって配信される事件情報を定期的に取得するプログラムで

ある．一般的に，事件情報は自然言語で書かれたテキストで

あり，そのままでは検索や統計を行うことが困難である．そ

のため，クローラ内で事件情報を解析してデータの構造化を

行い，関係データベースであるインシデント DBにインサー
トする．構造化されたデータは以下の属性を持つ．

• id: 事件を区別するための識別子 (ID)
• datetime: 事件発生の日時
• title: 事件情報のタイトル
• content: 事件情報の本文
• severity: 事件の深刻度
• address: 事件発生場所の住所
• lat: 事件発生場所の緯度
• lng: 事件発生場所の経度

4. 4 インシデントDB
事件情報クローラが収集する事件情報を格納する DBであ

る．Web-APIを通じ，事件 IDや本文に含まれるキーワード，
日時，中心座標からの距離等で事件を検索することができる．

4. 5 ファクタDB
ファクタ DBは街頭犯罪に寄与すると考えられる外的要因

の過去の情報を蓄積する．DB内の情報は，Web-APIを通じ
て効率的な取得が可能となっている．

4. 6 入力インタフェース

個人の状況に応じた街頭犯罪リスクの提示のため，ユーザ

が現在置かれている状況を取得する．CrimeChartsはユーザ
の現在地を取得し，その地点で着目したい外的要因，及び月，

曜日を取得する．さらに，ユーザは検索条件として，事件種類

と半径を入力する．

4. 7 ファインダ

入力インタフェースで取得したユーザの状況に基づき，街

頭犯罪リスクを算出する．ファインダはまず，過去 5年間に
おけるユーザの現在地点の周辺 rkm以内で発生した街頭犯罪
を検索する．ここでの r は，入力インタフェースでユーザが

検索条件として入力した半径である．また，月，曜日，事件種

類，外的要因の検索条件が指定されていた場合，その条件に

マッチするもののみを検索するようにする．検索して得られ

た事件データを，その事件が発生した時間別に集計する．

4. 8 サマライザ

サマライザは CrimeChartsの画面上にテキスト情報として
提示する，ファインダが算出した事件件数情報の要約を生成

する．算出した時間ごとの事件件数の最大値や最小値，平均

値などユーザの要望に応じた情報を例えば「17時ごろは街頭
犯罪発生数が多いです．気をつけましょう」のようにテキス

ト化する．

4. 9 ビジュアライザ

ビジュアライザはファインダが集計した事件情報を入力イ

ンタフェースからの条件を基に，地図上への範囲の可視化，グ

ラフによる事件情報の可視化，サマライザが生成したテキス

トの提示を行う．

4. 10 プロトタイプ実装

以下に沿って CrimeChartsのプロトタイプ作成を行った．

• 防犯情報サービス: ひょうご防犯ネット
• 外的要因データ: 気象庁が公開する神戸市の天気データ
• 事件情報クローラ: perl, cron, Yahoo!ジオコーダ API
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図 7 CrimeCharts のプロトタイプ画面

• インシデントDB, ファクタDB: MySQL
• ビジュアライザ: Google Maps API, Google Charts

CrimeChartsのプロトタイプ画面を図 7に示す．図中右の
地図のマーカーはユーザの現在地を表しており，その周りの

領域は，ユーザが設定した半径 rの円である．図 7の例では，
ユーザの現在地が阪急六甲駅で，半径が 2kmの場合を示して
いる．図左上の領域はユーザの現在の状況を示しており，下

のメニューからはユーザが現在の状況や，検索したい条件を

入力することができる．図左下のグラフが，ユーザの現在の

状況における街頭犯罪発生リスクである．

4. 11 考 察

CrimeChartsで可視化された街頭犯罪情報を基に行うことの
できる自衛行動の例として，市民参加型防犯ボランティア活動

への活用が挙げられる．ボランティアの参加者は基本的には事

件情報への知識は無く，いつ，どこに行くことが防犯の観点で

効果的なのか分からない．そのような状況下で CrimeCharts
を利用することで，より効率よく防犯活動への参加が可能とな

る．例えば，ある地域での不審者情報が集中する時間を知っ

ておくことで，その時間にその地域を重点的に見回ることが

できる．また，個人での利用として，時間帯別による子供の

通学路の指定や，集団行動の推奨などがある．例えば，特定

の曜日や時間などに事件件数が多い場合，その曜日は通学路

を変更する，必ず二人以上で行動する，などの積極的な自衛

が可能になる．これらの活用をより効果的に行うためには，

本来直接的な関係は無いと思われていた外的要因も積極的に

取り入れ，様々な観点から類似状況を検討する必要があるが，

CrimeChartsでは任意のデータを扱うことが出来るため，よ
り幅広い活用が期待できる．

5. お わ り に

本稿では，個人の状況に応じた街頭犯罪リスクを提示するア

プリケーション，CrimeChartsを提案した．CrimeChartsは
収集された街頭犯罪のデータと，その外的要因となる複数の

情報を繋ぎ合わせ，マップ上に示されるユーザの現在地周辺

で過去に同様の条件下で発生した街頭犯罪を時間ごとに集計

し，グラフとしてユーザに提示する．ユーザは提示された情

報を参考にして，適切な自衛行動をとることができる．

今後の課題としては，実際に CrimeChartsをユーザに実際
に使ってもらい，防犯活動にどれだけ役に立ったかの評価を

行っていきたいと考えている．
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